
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害児基礎教育研究会では、毎月１回 事例研究会を開催しております。ご興味のある方は、お

近くの会員又は下記お問合わせ先までご連絡ください。 

第 32１回 定例会  令和 2 年 1１月２８日（土） 
15:00-17:00 実践報告 

「分類学習の基礎―乳幼児の分類行動の発達に学ぶ―」 

                加部清子(筑波大学附属大塚特別支援学校)  

    

   

                    

 

 

 

障害児基礎教育研究会（水口研） 

第 32１回定例会のお知らせ 

お問合わせ先 

障害児基礎教育研究会 HP http://www.kisoedu.jp/ よりお問い合わせください。 

吉瀬 正則（障害児基礎教育研究会 代表） 

松村 緑治（障害児基礎教育研究会 事務局長） 

大高 正樹（入会・見学受付 案内状発送） (杉並区立済美養護学校） 

根本 文雄（会場校 幹事）(筑波大附属大塚特別支援学校） 

立松 英子(東京福祉大学）   

☆発表内容は都合により変更になる場合があります。詳細は HP をご覧ください。☆ 

☆定例会の参加費は無料です。☆ 

<発表者より一言> 
学校で子どもたちと学習する際、発達的に理にかなった指導をしたいと思い、まずは子どもの発達をきちんと学
びたいと、2008 年度から２年間、休職して大学院へ行きました。テーマは、分類学習の起源をさぐることでし
た。そこで、あちこちの赤ちゃんのところへ月に１回出かけていって、ものを操作する様子をビデオに撮らせてもら
いました。11 人の乳幼児の、半年から１年２ヶ月に渡るビデオ記録から、分類に向くものと向かないものの特
徴が見えてきました。 
本研究会では、2010 年に成果の発表をしたほか、2013 年度の研究紀要でも報告していますが、今回、
再度発表をとリクエストをいただきました。決して新しい内容ではありませんが、10 月の吉瀬先生のご発表同
様、ヒトは操作することによって多くのことを学ぶということを、今一度確認しませんか。 
 

今月は新型コロナ感染拡大を受け、オンラインでの定例会に変更します。 

① 会員の方にはメールで ZoomのURLと IDを送付します。受け取れない方は研

究会のHPの「お問い合わせ」よりご連絡ください。 

② 会員以外の方で定例会に参加したい方は HP「お問い合わせ」よりご連絡くださ

い。 

③資料はHP「会員のページ」に載せます。各自ダウンロードしてご準備ください。 

http://www.kisoedu.jp/

